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●
各
地
域
の
住
民
代
表
組
織
と
し
て
、

市
が
市
内
8
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置

す
る
付
属
機
関
で
、
地
域
内
の
各
種

団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
、
学
識
経

験
者
、
公
募
で
選
ば
れ
た
方
を
委
員

と
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。
岩
舟
地

域
会
議
の
委
員
数
は
16
名
で
す
。

●
地
域
の
住
民
代
表
組
織
と
し
て
地

域
課
題
の
解
決
や
将
来
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。
特
定
の
地
域
を
対
象

と
す
る
計
画
の
策
定
に
関
す
る
事
項
、

地
域
内
の
公
共
施
設
の
整
備
、
運
営

な
ど
に
関
す
る
事
項
に
意
見
を
求
め

ら
れ
ま
す
。
地
域
の
意
見
集
約
、
調

整
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
へ
の

提
案
や
市
か
ら
の
問
い
か
け
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

●
地
域
課
題
の
解
決
や
活
性
化
の
た

め
、
一
定
の
枠
内
で
予
算
の
使
い
道

を
市
長
へ
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
解

決
し
た
り
、
地
域
で
誇
れ
る
も
の
を

生
か
し
た
事
業
計
画
を
作
り
、
地
域

会
議
で
集
約
さ
れ
た
意
見
を
翌
年
度

以
降
の
市
の
予
算
に
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

岩舟地域会議だより ★岩舟地域会議だよりは市のHPにも掲載しています。1

地
域
会
議
と
は

地
域
会
議
と
は

西方
都賀
栃木
中央

栃木
東部

大平岩舟

藤岡

栃木
西部

第3期岩舟地域会議がスタートしました

４月９日に行われた委嘱状交付式

【
地
域
予
算
提
案
制
度
】

岩舟地域会議の様子
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第
3
期
地
域
会
議
委
員

↑上段左から、森田鉄夫、相良香津子、田中正太郎、広瀬昌子、永田昌広、永島仁一、永島勇、時田宜久
　下段左から、佐山美幸、小林香代子、斉藤栄吉、髙久厚子、安藤芳雄、瀬下敏明、川原井正敏、海老沼圭子
↑上段左から、森田鉄夫、相良香津子、田中正太郎、広瀬昌子、永田昌広、永島仁一、永島勇、時田宜久
　下段左から、佐山美幸、小林香代子、斉藤栄吉、髙久厚子、安藤芳雄、瀬下敏明、川原井正敏、海老沼圭子

　
4
月
9
日（
火
）栃
木
市
役
所
本

庁
舎
正
庁
に
お
い
て
、第
3
期
地
域

会
議
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。岩
舟
地
域
会
議
委

員
の
任
期
は
2
年
で
、令
和
3
年

3
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
岩
舟
地
域
会
議
会
長

　
安
藤
　
芳
雄 

（
あ
ん
ど
う 

よ
し
お
）

　
（
学
識
経
験
者
）

●
岩
舟
地
域
会
議
副
会
長

　
髙
久
　
厚
子 

（
た
か
く 

あ
つ
こ
）

　
（
学
識
経
験
者
）

●
1
号
委
員

　
海
老
沼  

圭
子 

（
え
び
ぬ
ま 

け
い
こ
）

　 

（
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
　
　

　
　
　
　       「
か
る
が
も
岩
舟
」）

　
川
原
井  

正
敏 

（
か
わ
ら
い 

ま
さ
と
し
）

　
（
岩
舟
町
商
工
会
）

　
小
林  

香
代
子 

（
こ
ば
や
し 

か
よ
こ
）

     
（
岩
舟
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

　
佐
山
　
美
幸 
（
さ
や
ま 

み
ゆ
き
）

     

（
栃
木
市
P
T
A
連
合
会
岩
舟
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
時
田
　
宣
久 

（
と
き
た 

の
ぶ
ひ
さ
）

　
（
岩
舟
地
区
体
育
協
会
）

　
永
島
　
勇 

（
な
が
し
ま 

い
さ
む
）

　
（
栃
木
市
認
定
農
業
者
協
議
会
）

　
永
島
　
仁
一（
な
が
し
ま 

じ
ん
い
ち
）

　
（
岩
舟
地
域
自
治
会
連
合
会
）

　
永
田
　
昌
弘 

（
な
が
た 

ま
さ
ひ
ろ
）

　
（
栃
木
市
観
光
協
会
岩
舟
支
部
）

　
広
瀬
　
昌
子 

（
ひ
ろ
せ 

ま
さ
こ
）

　
（
岩
舟
地
域
青
少
年
育
成
会
議
）

●
2
号
委
員

　
斉
藤
　
栄
吉 

（
さ
い
と
う 

え
い
き
ち
）

　
（
学
識
経
験
者
）

　
田
中  

正
太
郎 

（
た
な
か 

し
ょ
う
た
ろ
う
）

　
（
学
識
経
験
者
）

●
3
号
委
員

　
相
良
　
香
津
子 

（
さ
が
ら 

か
づ
こ
）

　
（
公
募
に
よ
る
者
）

　
瀬
下
　
敏
明 

（
せ
し
も 

と
し
あ
き
）

　
（
公
募
に
よ
る
者
）

　
森
田
　
鉄
夫 

（
も
り
た 

て
つ
お
）

　
（
公
募
に
よ
る
者
）

第3期岩舟地域会議委員
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第
１
回
地
域
会
議
報
告

第
１
回
地
域
会
議
報
告

　
平
成
31
年
４
月
24
日（
水
）

　
岩
舟
総
合
支
所
第
1
会
議
室

○
主
な
議
題

「
栃
木
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置

基
本
構
想
」に
つ
い
て　
　
〈
報
告
〉

　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
総
務
課
】

　
将
来
を
見
据
え
た
学
校
の
姿（
学

校
数
）を
描
い
た
「
栃
木
市
立
小
中

学
校
適
正
配
置
基
本
構
想
」
を
策
定

し
た
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
委
員
の
皆
様
の
推
挙
に

よ
り
ま
し
て
、
引
き
続
き
会
長
職
を

務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
改

め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　
地
域
会
議
は
、
本
年
で
5
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
岩
舟
地
域
会

議
は
、
住
民
代
表
組
織
と
し
て
、
地

域
の
意
見
集
約
・
調
整
を
行
い
、
地

域
の
意
見
を
市
長
に
届
け
る
と
と
も

に
、
市
長
か
ら
の
意
見
聴
取
に
対
し

て
回
答
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
課
題
を
地
域
で
効

率
的
に
解
決
す
る
た
め
、
地
域
予
算

提
案
制
度
を
使
っ
て
、
「
ふ
る
さ
と

案
内
板
の
設
置
」
や
「
岩
舟
総
合
運

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
　
長
　
　
安
藤
　
芳
雄

動
場
遊
具
設
置
」
、「
子
ど
も
の
安
全

対
策
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
任
期
で
あ
る
二
年
間
、
地
域
の
皆

様
や
各
種
団
体
の
方
々
な
ど
か
ら
岩

舟
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
、
「
岩

舟
地
域
に
住
ん
で
良
か
っ
た
。
」
と

思
え
る
よ
う
な
地
域
を
目
指
し
、

「
岩
舟
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
、

委
員
一
同
、
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

小野寺南小学校

（
仮
称
）小
野
寺
小
学
校
開
校
準
備

計
画
に
つ
い
て　
　
　
　
〈
報
告
〉

【
教
育
総
務
課
】

　
小
野
寺
南
小
学
校
と
小
野
寺
北

小
学
校
の
統
合
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
岩
舟
地
域
の
構
想
》

小
学
校

◉
2030
年
度
を
目
標
に｢

必
要
な
学
級
数

　･

児
童
数｣

の
基
準
を
満
た
す
た
め
、

　
現
在
の
4
校
を
3
校
に
す
る
こ
と
が

　
望
ま
し
い
。

◉
2040
年
度
を
目
標
に｢

望
ま
し
い（
学

　
級
）規
模｣

の
基
準
を
満
た
す
た
め
、

　
現
在
の
4
校
を
２
校
に
す
る
こ
と
が

　
望
ま
し
い
。

中
学
校

◉
現
在
の
1
校
を
維
持
す
る
こ
と
が
望

　
ま
し
い
。

《
方
針
》

◉
小
野
寺
南
小
及
び
小
野
寺
北
小
は
、

　
2020
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
し
、

　
同
年
4
月
1
日
よ
り
一つ
の
新
し
い

　
統
合
校
と
し
て
開
校
す
る
。

◉
統
合
校
の
校
舎
及
び
そ
の
他
施
設
等

　
は
、現
在
の
小
野
寺
南
小
の
校
舎
及

　
び
そ
の
他
施
設
を
利
用
す
る
。

◉
統
合
校
の
名
称
は
、｢

小
野
寺
小
学

　
校｣

と
す
る
。
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◆
第
４
回

　
７
月
24
日（
水
）　
午
後
7
時
〜

◆
第
５
回

　
８
月
21
日（
水
）　
午
後
7
時
〜

◆
第
６
回

　
９
月
18
日（
水
）　
午
後
7
時
〜

◆
第
７
回

　
11
月
20
日（
水
）　
午
後
7
時
〜

　
会
場　
岩
舟
総
合
支
所

　
会
議
室
棟
１
階　
第
１
会
議
室

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。ま
た
、臨
時

に
開
催・非
開
催
が
決
定
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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【
静
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
】

　
6
月
9
日(

日)

、
環
境
美
化
活
動

と
し
て
、静
和
地
区
公
民
館
に
サ
ル

ビ
ア
を
植
え
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
パ
ン

ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
で
彩
ら
れ
て
い
た
花

壇
を
、今
回
は
赤
と
紫
色
の
き
れ
い

な
サ
ル
ビ
ア
に
衣
替
え
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
度
に
提
案
さ
れ
た
地
域

予
算
提
案
事
業｢
子
ど
も
の
安
全
対

策
事
業｣

の
一
つ
で
あ
る
交
通
安
全

教
室
が
、
5
月
21
日（
火
）、
岩
舟
中

学
校
で
行
わ
れ
、
1
年
生
か
ら
3
年

生
ま
で
340
人
の
生
徒
た
ち
が
真
剣
な

表
情
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
教
室
は
、
プ
ロ
の
ス
タ

ン
ト
マ
ン
に
よ
る
事
故
再
現
を
見
学

し
、
事
故
の
恐
怖
や
衝
撃
を
実
感
す

る
、
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
方
式

に
よ
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
当
日
は
雨
の
た
め
、

校
庭
で
は
な
く
、
体
育
館
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
自
転
車
に
よ
る

事
故
を
目
の
当
た
り
に
し
た
生
徒
か

ら
は
、
「
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
の
運

転
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
使
用
し
な
い
運

転
は
、
と
て
も
危
険
な
も
の
だ
と
わ

か
っ
た
。」、「
間
近
で
事
故
の
再
現

を
見
て
、
普
段
乗
っ
て
い
る
自
転
車

サルビアを植えた静和地区公民館の花壇

自転車事故の再現を見る生徒

ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織

活
動
報
告 

地
域
で
活
動
し
てい
ま
す

ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織

活
動
報
告 

地
域
で
活
動
し
てい
ま
す

の
事
故
の
怖
さ
を
感
じ
た
。」な
ど
の

感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

に
つ
い
て
、
生
徒
が
実
際
に
体
験
し

な
が
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
交
通
安
全
教
室
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
予
算
提
案
事
業

　
　
　
　
交
通
安
全
教
室

地
域
予
算
提
案
事
業

　
　
　
　
交
通
安
全
教
室

今
後
の
地
域
会
議
の
予
定

栃木市
マスコットキャラクター

  とち介& コスもん


